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高性能ストリームデータ圧縮技術の開発 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

本年度はストリームデータ圧縮技術 ASE Codingを使ったプロセッサ開発を昨年度からひきつ

づき行った。FPGAにより動作確認は行っていたものの、LSI化のための回路設計を続けて行っ

た。これらのハードウェア開発と並行して、ストリームデータ圧縮のユニバーサル化のアルゴリズム

開発を引き続き行った。さらに、データストリームの圧縮技術と併用すると効果の高いアプリケーシ

ョンに関する研究も並行して行った。特に、応用に関する研究として、画像認識などで用いられる

CNNにおけるモデルサイズのヒューリスティックな縮小手法を開発し、ジャーナルに公表した。ま

た、身体運動の目標となる動きの直前体制からの成功の予測をロジスティック回帰で実現する方法

についてもジャーナルに発表した。 
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